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RACE REPORT

2024年 ジュニアカート選手権 ジュニア部門 第5戦・第6戦

2024年 ジュニアカート選手権 ジュニアカデット部門 第5戦・第6戦

2024年 Rok CUP JAPAN GPR RokSHIFTER 第5戦・第6戦

SUZUKA ROUND

2024年7月13～14日
鈴鹿サーキット 南コース



OK Class
『第5戦：酒井仁が先行逃げ切りで優勝！』

2組に別れたQP。直前の公式練習まではウェットコンディションだった路面も、OKのQPが
始まるころになるとライン上は完全に乾き、全車がスリックタイヤでの出走となったためスー
パーポールも実施された。A組からはトップタイムの伊藤聖七（YAMAHA MOTOR 
Formula Blue）、野澤勇翔（bbr.チームエッフェガーラ）、中井陽斗（TEAM WOLF）岡澤圭
吾（Vitec Racing）の4人、B組からは土橋皇太（ラムレーシング）、菊池貴博（K.SPEED 
WIN）、中井悠斗（TEAM EMATY）、酒井仁（Vitec Racing）がスーパーポールへ進出した。

1周アタックとなったスーパーポールでは最後のアタッカーとなった土橋がトップタイムを
マーク。昨年に続き、鈴鹿でスーパーポールを制し、PPを獲得した。
第5戦決勝。グリッドに並んだころからぽつぽつと降り始めた雨は、一気に強さを増し路面を
濡らしていく。全車がスリックタイヤだったこともあり、スタート進行が約２０分ほどディレイさ
れた。その間にレインタイヤへの換装が行われ、仕切り直しのスタートでは全車がレインタイヤ、
2年目のGPRで、決勝にレインタイヤが使用されるのは初となった。
レース序盤をリードしたのは中井陽斗だったが、ハイペースで順位を挽回してきた酒井仁が

4周目にトップに立つと一気に後続を引き離していく。10周目には約2秒差に広げた酒井仁
はさらにリードを広げるが、終盤に入ると酒井涼が次第に詰めよっていく。一時は5秒以上離
れていた両者だったが、酒井涼のペースがよく、周回ごとに差を詰めていく。
しかし、やはり序盤に築いたリードは大きく、酒井仁が逃げ切りチェッカー。酒井涼が2位に
入り、兄弟で1-2を達成した。

優勝ドライバー：酒井 仁 （No.20 Vitec Racing）
「涼が追ってくるのが怖くて緊張して走っていました。雨も自信をもってレースできました。い
つもは自分が足を引っ張ってしまうので、兄弟で1-2が獲れたのは嬉しいです。次はドライの
レースで勝ちたいです。」



『第6戦：ウェットのちドライ、一時ウェット。目まぐるしい天気を土橋皇太が制す！』

第6戦、PPスタートは酒井仁。OKクラスの前に再び雨があったものの、OKクラスが入場す
るころには雨もやみ、タイヤ選択が悩ましい状況。交換に迷ったか、3台ほどがダミーグリッド
ゲートクローズに間に合わず、出走できない波乱もあった。
さらに、多くがレインタイヤを選択する中、路面が回復すると見た6台ほどはスリックタイヤを
選択した。
いざスタートしてみると、やはり濡れてる序盤はレイン勢が優勢で、酒井涼がリードを広げてい
く。2番手には鈴木悠太がつけ、酒井仁はマシントラブルでリタイアとなる。ところが、5周を経
過したころから、スリック勢のペースが上がり、ついにはラップタイムで1秒ほど速いタイムと
なる。すると、スリック装着の土橋が8周目にトップに浮上し、酒井以下を引き離していく。2番
手には同じくスリックを選んだ岡澤が浮上。二人は単独走で周回を重ねていく。
しかし、レースが11周目を迎えたころ、再び降り始めた雨が強さを増していく。すると今度は
レイン勢のタイムが上回り始める。雨は2周ほどで止んだが、もしこの雨がもう少し長く続いて
いたら、結果も異なるものになったかもしれない。

雨の中、我慢の走行を続けた土橋は、再び路面が回復するとペースが戻り、リードを守ったま
まチェッカー。GPR初優勝を飾るとともに、スペイン行きの切符も手にした。2位岡澤、3位春
日龍之介（YAMAHA MOTOR Formula Blue）とスリック勢が表彰台を独占した。

優勝ドライバー：土橋 皇太 （No.50 ラムレーシング）
「スリックで走り切れるか不安でした。途中雨が降ってきた時はやばかったなぁと。とにかくス
ピンしないように走っていました。今回の結果は自信になりました。スペイン行きを獲得でき
てほっとしています。スペインでも頑張ります。」

OK Class



Cadets Class
『第5戦：新橋武が念願の優勝！』

今回のカデットクラスには23台が参加。多くが鈴鹿選手権のカデットクラスにも参戦してい
る選手で、熱戦が期待された。

QPトップタイムは、最後の最後にベストをたたき出した飯田一仁（TAKAGI PLANNING）
が獲得。今村昴星（HIGUCHI RACING TEAM）が2番手、鈴鹿選手権で2勝をマークして
いる島津舞央（ERS with SACCESS）が3番手となった。
第5戦決勝。12周の短期決戦で、まずは飯田が好スタートから集団を引っ張っていく。後方
には島津、新橋武（SIGMA RACING）が続き、6周目には新橋がトップに浮上する。新橋は
島津、飯田らを従えながら周回を重ねるが、最後は島津とのバトルとなる。要所要所でインを
閉め、ブロックする新橋。それを攻略しようとする島津。すると、その2台に飯田も接近。最終
ラップには三つ巴の戦いとなる。それでもトップを守り切った新橋が、念願の初優勝! 2位には
島津を攻略した飯田、島津は3位となった。

優勝ドライバー：新橋 武 （No.14 Sigma Racing）
「ここで勝つのが夢だったので、日本一大きいレースで勝てて嬉しいです。先週参戦したイタリ
アでの経験も生きたと思います。次も勝ちます！」

『第6戦：新橋が逆転で2連勝！』

第6戦のPPは島津。新橋が2番手に並ぶ。決勝を前に雨が降りだしたため、ほぼ全車がレイ
ンタイヤでの出走となった。スタートでは3番手スタートの飯田が好ダッシュでホールショット。
島津が次に続くが、新橋は大きく遅れてしまう。それでも周回ごとに順位を挽回してきた新橋
は、3周目には2番手に浮上する。
トップは飯田が独走するが、5周目のS字で雨に足をとられたか単独スピン。再スタートする
も上位からは脱落となる。これで単独トップとなった新橋は、そのまま独走すると鈴鹿大会を
完全制覇となる連勝。終盤に白熱した2番手争いは今村2位、飯田3位となった。

優勝ドライバー：新橋 武 （No.14 Sigma Racing）
「途中、飯田選手がスピンしているのを見て勝てると思いました。スタートのもやもやも晴れた
し、今日は自分を褒めてもいいかなと思います。夢でも鈴鹿で勝つのを見られるんじゃないか
な(笑）」



Junior Class
『第5戦：澤田龍征が初優勝！』

FIA MOTORSPORT GAMESへの切符もかかったジュニアクラスには16台が参加。その
内、条件に合った11人が選抜対象となる。

QPでは前戦に続き坂野太絃（KP BUZZ）がトップタイム。2番手には関口瞬
（DragoCORSE）、3番手に澤田龍征（PONOS HIROTEX RACING）、横山輝翔
（PONOS HIROTEX RACING）が続く。
第5戦決勝、ホールショットは坂野が獲得するが、3コーナーでは澤田がトップを奪い、集団を
引っ張っていく。澤田を先頭に坂野、関口、横山、中西凜音（Energy JAPAN）と続くトップグ
ループ。5周目には坂野がトップに戻り、12周目までポジションを守る。その坂野からトップを
奪ったのが澤田。12周目にトップに立つと、追う坂野を振り切りトップチェッカー。今季初優勝
を飾った。2位に坂野、3位は繰上がりで中西が入った。

優勝ドライバー：澤田 龍征 （No.39 PONOS HIROTEX RACING）
「練習から調子も良かったので自信を持って走れました。バトルでも焦らずに1位を獲れてよ
かったです。次は断トツで勝ちたいです。スペインでも勝って日本に帰ってきます。」

『第6戦：横山輝翔、こちらも初優勝！』

第6戦PPは横山。2番手には元田心絆（AP SPEED with SOVLA)が並ぶ。好スタートは
横山が決めホールショット。2番手に元田、3番手に中西が続く。横山と元田は3番手以下を引
き離していくが、元田も横山に仕掛けられる距離ではなく、順位変動のないままレースは進ん
でいく。中盤、3番手争いが激化し、坂野が3番手に浮上。関口、澤田らが追う展開となる。
終盤に入り、元田を振り切った横山は独走。そのままチェッカーへ飛び込み、ジュニアクラス
初優勝を獲得。2位元田、3位は坂野が入った。
なお、第5戦・第6戦のポイント合計により、FIA MOTORSPORT GAMES・ジュニア代表
は澤田が獲得した。

優勝ドライバー：横山 輝翔 （No.98 PONOS HIROTEX RACING）
「めっちゃ嬉しいです。サイコーです。長くトップを走れて楽しかったです。次のAPGでも勝ち
ます。」



Shifter Class
『第5戦：高校生 井出七星翔が初優勝！』

シフタークラスには、12台が参加。注目はスーパーGTドライバーの松田次生（ハラダカートク
ラブwith NEXT BIRTH）。ほぼ四半世紀ぶりのカートレース参戦となり注目を集めた。

QPでは、今回スポットで久しぶりのカートレース参戦の大木一輝（MOMOX KART 
RACING）がトップタイムでPPを獲得。2番手に鈴木悠太（brioly racing）が続く。
第5戦決勝、大木がスタートを決めた一方、鈴木は大きく遅れ、2番手には東拓志（NEXT－

ONE RACING）、3番手に富田星羅（KP BUZZ）が続く。6周目には富田が2番手に浮上。し
かし既に大木はリードを築いており、それぞれが単独走となる。富田の後方にはランキング
トップの松下信治（TONYKART RTJ）が付け、徐々に富田に迫っていく。
トップの大木は独走のままチェッカー。2番手争いは松下の猛攻をしのぎ切った富田が2位を
守り切りチェッカー。3位に松下となった。注目の松田は7位フィニッシュとなった。

優勝ドライバー：大木 一輝 （No.19 MOMOX KART RACING）
「実は現役の頃から鈴鹿は勝ったことがなくて、ずっと鈴鹿で勝ちたいと思って心残りだった
ので、今回チャンスをもらって勝てたのはすごく嬉しいです。」

『第6戦：松下が雪辱となる独走優勝！』

第6戦のPPは富田。2番手に松下、3番手に松田と続く。まずは富田がホールショットを獲得
し、オープニングラップを終える。そのままトップを走った富田だったが、14周目に松下が逆
転。松下、富田、鈴木がほぼ等間隔で一定の距離を置きながら周回を重ねることとなる。終盤
に入っても上位陣に動きはなく、松下が安定したペースのままトップチェッカー。今季3勝目を
マークし、ランキングトップを盤石のものとした。2位に富田、3位に鈴木が続き、松田は5位で
チェッカーとなった。

優勝ドライバー：松下 信治 （No.13 Tony Kart R.T.J,）
「予選で良くなかったところを決勝1、決勝2と直して臨んでいました。スポット参戦の松田選
手にだけは負けられないと思っていました（笑）。カートでは今でも『気づき』があって、それが
四輪でも活かされています。他のプロドライバーの参戦も待っています！」



Point Standings – Cadets
※有効ポイント：全10戦中5戦



Point Standings – Junior
※有効ポイント：全10戦中5戦



Point Standings –OK
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings – Shifter
※有効ポイント：全10戦中8戦



Point Standings –TEAM

NEXT ROUND GOTEMBA – Sep 8th

MORE DETAIL
https://www.gpr-race.com/
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